
（提案基準第８号） 

レクリエーション施設等に係る開発又は建築に関する基準 

 

この基準は，市街化調整区域の自然的土地利用と調和のとれたレクリエーションのため

の施設又は墓園を構成する建築物に係る開発又は建築を，次の要件の全てに該当すれば，

やむを得ないものとして容認するものである。 

１ 申請に係る建築物は，次のいずれかに該当するものであること。 

(1) 自然休養村整備事業を推進するに当たって必要最小限不可欠な施設である建築物 

(2) 運動・レジャー施設又は墓園の管理上又は利用上必要最小限不可欠である建築物（宿

泊施設は原則として除く。） 

２ １(1)に該当する建築物を建築する場合にあっては，当該事業の趣旨にそった適切な内

容のものであること。 

３ １(2)に該当する建築物を建築する場合にあっては，次のいずれにも該当するものであ

ること。 

(1) 本体の施設自体が，周辺の環境などに調和し，かつ，地域の土地利用計画に適合し

た内容のものであること。 

(2) 当該建築物は，管理棟・バンガローなど必要最小限のものであって，周辺の自然環

境に調和した簡素なものであること。 

(3) 用途の変更が容易なものでないこと。 

(4) 自然公園法（昭和３２年法律第１６１号）その他の法令に適合していること。 

４ 開発又は建築の完了予定期日は，許可の日から起算して３年以内であること。 

 

（平成１２年１１月２３日から施行） 

（平成２４年２月９日から改正施行） 

 


